
 平成23年度当初予算　予算要求シート
-

今年度要求のポイント

事業計画の作成 歴史文化コーナーの開設
堺歴史文化市民講座の実施
（仮）堺のまち・今むかし（メモリ）事業
ボランティア養成
デジタルアーカイブ公開開始

【経過（～22年度】 【23年度】

0事 業 費

事業期間 　H23　～　H27

堺歴史文化情報発信事業

項目

これまで継続してきた地域資料の保存事業をさらに発展させ、デジタル化・デー
タベース化に取り組み、全国への情報発信機能を高める。また来館によりこれら
の情報を気軽にアクセスできる場として、中央図書館に「堺歴史文化情報コー
ナー」を開設する。さらに市民協働の事業として、地域に埋もれる歴史文化資料
を収集して、図書館の地域資料として情報発信していく。

22年度予算

主な要求内容 （単位：千円）

平成22年度予算額 平成23年度要求額

6,8640

全体事業費 21,000

(単位　千円)

（仮）堺のまち・今むかし（メモリ）事業

平成21年度決算額

デジタルアーカイブ事業：3,000

内容・積算等

堺歴史文化市民講座の開催：240

6,864

23年度要求額

歴史文化情報コーナーの開設：3,200

　　　　　　　　　　　　：424

6,864

堺歴史文化市民講座の実施（継続）
（仮）堺のまち・今むかし(メモリ)事業展
開
デジタルアーカイブ事業

【今後（～24年度】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

合計 0

【堺歴史文化情報コーナーの開設】
　　中央図書館一階フロアに堺の歴史・文化情報を発信するコーナー
　　を開設。また、貴重資料の常設展示コーナーやデジタル化した
　　貴重資料を閲覧できる利用者端末機を設置し情報提供を行う。
【堺歴史文化市民講座の開催（連続講座）】
【（仮）堺のまち・今むかし（メモリ）事業】
　　地域の住民から市内の施設・場所・風景等写真や資料を募集し、
　　地域の記録（コミュニティ・アーカイブ）として保存、公開し
　　後世に残す。協力者を募り、市民と協働で実施。
【デジタルアーカイブ事業】
　　（新）図書館情報システムの機能を使い、古文書・貴重資料の
　　画像をデジタル化し、メタデータ（そのデータの関連情報）を
　　作成して、データベース化を図る。

整理番号 38

事 業 名 堺歴史文化情報発信事業

教育委員会　中央図書館総務課局・課名／　　

0

047

事業内容

関連事業

事業目的

　中央図書館が所蔵する堺に関する歴史文化に係わる様々な形態の地
域資料を、デジタル化・データベース化することにより、全国への情
報発信機能を高める。
　また、世界文化遺産候補の仁徳陵古墳に隣接するという中央図書館
の立地を活かし、これらの情報を気軽に親しめることができる場をつ
くるとともに、郷土への愛着を深める。
　また市民協働で、地域に埋もれる歴史文化資料を情報化する取り組
みを行い、地域活性化を図る。


